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まちの総務
中小企業の課題である、慢性的な人員不足の補助サポートの一環として
主にホワイトカラー業務と言われる総務系の作業を軽減を目的とし
企業内業務を横断的に補助するためのコミュニティスペースです。

➢ まちの総務とは

課題を持つ人

✓ 成功事例の紹介と情報共有
✓ コミュニティーで意見交換
✓ ヘルプセンターITサポート

解決策を持つ人

「あなたの課題は既に回答を持っている誰かがいます」
ここを繋げるのが「まちの総務」の役割です。



◆ストーリー「まちの総務に至った経緯」
大手メーカーにて数多くのシステム開発を経験し、小さなシステム会社を起業
中小企業向けにシステム開発をサービスする事業を開始するが、中小企業に於
いて予算、人員規模その他諸々で新規システム開発のハードルが高く中小企業
向けのデジタル化は推進は進まないのが実情であった。

➢ まちの総務とは

多くの企業経営者や担当とのコミュニケーションの中、大手企業とは違う
中小企業独自の共通課題が見えてきた。

✓ 人員規模
✓ 予算規模
✓ 社内に専門家がいない

この辺が大手企業と中小企業との決定的な違いです。
その解決策が中小企業横串サポート「まちの総務」のコンセプトになります。



◆まちの総務が提供するサービス
国が推奨しております「デジタル化推進」 経済産業省 DXレポート2.2より
世界から遅れをとった「デジタル化」において「デジタル産業への変革に向けた」
キーワードは「個社単独では無く産業界で横串をさした（連携）仕掛け作り」を
推奨しております。

➢ まちの総務とは

そのためのポイントは２つ

✓ 「デジタル環境の底上げ」

✓ 「デジタル人材の育成」

以上の２つを「まちの総務」サービスとして中小企業さま向けに提供いたします。



➢ サービスについて



◆導入事例

➢ サービスについて

事例①：士業向けデジタル化推進事例



◆導入事例

➢ サービスについて

事例②：人材派遣業向けデジタル化推進事例



◆導入事例

➢ サービスについて

事例③：幼児教育（保育園、幼稚園）向けデジタル化推進事例



◆導入事例

➢ サービスについて

中堅製造業：精密機械部品製造
◆ ニーズ：クレーム台帳、設備保守台帳管理の脱Excel化
◆ 課題：ISO管理の一環で各種管理台帳をExcelにて作成、データ量も多くなりExcel管理では

不具合もあり管理が属人化しておりシステム化を希望。
◆ 対応策：「Kintone」活用を選択し、社内人材を教育しながらデジタル化移行を実施。

サービス業：B2B製品販売業
◆ ニーズ：顧客管理、見積請求書等のExcel管理が頻雑
◆ 課題：営業担当と事務部門との連携が難しく書類の不備が多い
◆ 対応策：「Kintone」を導入して部門間で情報を共有して伝達ミスや出納書類を効率化。

中堅製造業：半導体製造会社
◆ ニーズ：計測器校正管理をExcelにて実施、定期校正管理が頻雑
◆ 課題：管理台数も多くExcel台帳では管理や再活用に限界を感じている
◆ 対応策：「Kintone」を導入して部門間で情報を共有して運用管理を効率化



➢ 会社概要

◼ 社名 CommStep合同会社
◼ 代表 豊田 幸弘
◼ 所在地 群馬県太田市
◼ 連絡先 info＠commstep.com ＊送信する際は＠を小文字に変換

2023年 デジタル庁『デジタル推進委員』に任命
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